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東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所の事故

から１２年以上が経過し、この間、地域の復旧・復興に全力

で取り組んできています。 

その過程で福島は、原発事故以降、様々な差別や偏見、風

評被害の影響に苦しんできました。特に、海産物を取り扱う

漁業関係者は、その風評被害により深刻な困難を強いられて

います。 

これまで本市は、ＡＬＰＳ処理水の海洋放出について「国

民への分かりやすい説明と理解を得ること」などを求めてき

ましたが、これが十分でないことは否めず、ＡＬＰＳ処理水

の海洋放出による新たな風評が、なりわいの継続や避難者の

帰還を阻害などし、復興の妨げとなることを懸念しています。 

住民が安全・安心に生活できる環境を整え、本市の復旧・

復興を一層進めるため、以下について要求するので、その責

務を果たすよう強く求めます。 
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１ ＡＬＰＳ処理水の海洋放出について 

（１）福島の復興実現には廃炉の着実な進捗が不可欠である。 

しかしながらＡＬＰＳ処理水を海洋放出することに伴

う新たな風評被害への懸念を払拭できていない。 

 海洋放出が政府の決定であるとはいえ、理解が十分で

はない現状を認識し、ＡＬＰＳ処理水の処分が完了する

最後まで、全責任を持って万全の対策を講じること。 

（２）ＡＬＰＳ処理水の海洋放出について、科学的根拠に基

づき、住民をはじめ国内外への分かりやすい説明と情報

を発信し、十分な理解の醸成に全力で取り組むこと。 

 

２ 福島第一原子力発電所の廃炉の着実な実施について 

（１）ＡＬＰＳ処理水の海洋放出は、福島第一原子力発電所

の廃炉を着実に進め、福島の復興を実現することが目的

とされている。 

 一日でも早く福島第一原子力発電所の廃止措置が完

了するよう、廃炉作業の着実な進捗に全力で取り組むこ

と。 

（２）原子力規制委員会の認可を受けた福島第一原子力発電
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所特定原子力施設に係る実施計画を厳格に遵守し、万全

の対策を講じること。 

 

３ 福島第一原子力発電所の廃炉における事故・トラブル防

止の徹底について 

（１）放出への理解が進まない背景の一つとして東京電力へ

の不信感がある。 

 東京電力は、福島第一原子力発電所の廃炉を進めるに

あたり、市民と地域の安全・安心に影響を及ぼすことが

ないよう、歴史上類を見ない重大事故を引き起こした当

事者としての倫理観と責任感のもと、最大限の緊張感を

もってＡＬＰＳ処理水の海洋放出を含む廃炉作業にお

ける事故・トラブル防止を徹底すること。 

（２）長期間にわたる放出設備の維持や管理について、緊張

感をもって慎重に作業に当たること。 

（３）事故・トラブルが発生した場合には、速やかに最善の

対応を講じるとともに、迅速かつ正確な情報を分かりや

すく発信すること。 
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４ 万全な風評被害対策と迅速かつ確実な賠償の実施につ

いて 

（１）東京電力は、今般の海洋放出が新たな風評被害を発生

させないようその責務を果たすことはもとより、現在定

着してしまっている風評についても強い意志をもって

立ち向かい、それを一掃するために全力を尽くすこと。 

（２）各種対策を講じても風評被害が発生する場合には、「損

害がある限り最後まで賠償する」との基本的な考えの下、

事業者が安心して事業や生業に取り組むことができる

よう、事業者の負担とならない簡便かつ柔軟な方法によ

り、迅速かつ確実に賠償を行うこと。


